
令和５年度地域づくり活性化事業費助成金活用事業 

２０２４．３．１１ BLUE CANDLE NIGHT 

（実施団体：一般社団法人 Nr.12） 

 

東日本大震災をきっかけに生まれた「ともしびプロジェクト」は、「忘れないをカタチに」

を合言葉に、SNS を通じて誰でも、どこからでも参加できるキャンドルイベントとして、 

２０１１年１１月１１日に宮城県を中心にスタートした取り組みです。 

震災から１３年目となる今年も、３月１１日に全国から青いキャンドルが灯りました。 

今年はブルーキャンドル計６２５７本を全国に向けて発送し、４７都道府県と６か国（タ

イ、インド、ドイツ、フィンランド、オーストラリア、アメリカ）から灯してもらうことで、大切なこ

とを思い出すきっかけが作られました。 

気仙沼市南町のキャンドル工房は、この日、誰でも灯しに来ることができる場として解

放され、５５３本のブルーキャンドルに明かりが灯されました。また、気仙沼市内各地でも

３月１１日に向けてブルーキャンドルの配布が行われ、「忘れないをカタチに」する取り組

みが継続して行われています。 

これからもキャンドルを灯す活動を通して、人々の想いをつなぎ、時代や世代の枠を

超えて未来への希望の灯が続くよう、活動を続けることとしています。 
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